
 

 

 

令和元年度６月補正予算案 



保健福祉部医療局医療人材課医師確保Ｇ（029-301-3191）

政策医療を確保するという観点から選定した「最優先で取り組む医療機関・診療科」の医師を一刻

も早く確保するため，医科大学への派遣要請に加えて，新たなアプローチとなる対策を講じます。

【Ｒ元.6月補正予算額 54,160千円】

県外からの医師確保強化事業

全国から医師を募集し，県職員として採用の
上，最優先の医療機関に派遣
・募集人数：2人程度
※勤務期間は，3年間を1単位期間とし，うち1年間は
研修期間（海外等）を設定可

①ドクタープール事業（3,300千円）

②自治医科大学卒業医師Ｕターン等促進事業

（500千円）

最優先の医療機関での勤務の可能性がある医師の紹介制度
・採用決定後に謝金を贈呈（勤務医：50万円，紹介者：30万円）
※要件［勤務医］対象医療機関における3年間の勤務（誓約書提出） 等

［紹介者］最優先の医療機関の関係者を除く 等

県民の命を守る
地域医療に必要な
医師確保へ！

③県民総参加による医師紹介事業（3,800千円）

9年間の義務年限を終了し，県外医療機関で
勤務する自治医科大学卒業医師等を，県職員と
して採用するための募集活動
・本採用前に謝金を贈呈
（50万円）

民間の医師専門人材紹介会社を活用した県内の
医師確保対策協力病院（※）への集中的な医師斡
旋活動
※常勤医師を新たに確保した場合，最優先の医療機関
へ非常勤医師を派遣する意向のある協力病院
（公募により決定）

⑤民間医局を活用した医師確保事業(7,920千円)

最優先の医療機関へ非常勤医師等の派遣を行う
派遣元医療機関に対する補助
・補助額：医師の派遣に伴う逸失利益の補填

④スポット医師派遣推進事業（38,640千円）

「最優先で取り組む医療機関・診療科」（5病院・残り12人）の対策に特化



追加対策の概要（医師個人等向け）
①ドクタープール事業

○概 要：全国から医師を募集し，県職員として採用の上，
「最優先で医師確保に取り組む医療機関・診療
科」に派遣
※勤務期間は，3年間を1単位期間とし，うち1年
間は研修期間（海外等）を設定可（応相談）

○対象者：2人程度
○予算額：3,300千円（WEB広告等）

※給与は，派遣先の医療機関から支給
（1年間の研修中は県が支給）

【勤務のサイクルのイメージ】
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【身分等】
・正職員として採用
・民間病院への派遣の場合は，公益法人派遣法に基づく職
員派遣制度を活用

②自治医科大学卒業医師Ｕターン等促進事業

○概 要：義務年限を終了し，県外医療機関で勤務する自
治医科大学卒業医師等を，県職員として採用す
るための募集活動（※本採用前に謝金を贈呈）

○対象者：2018年7月現在 義務明け66人（うち県外23人※）
2020年3月義務年限終了 2人※
※計25人うち内科 10人，整形外科 –人，

産婦人科 1人，小児科 4人
○予算額：500千円（謝金＠500千円×1人）

※給与は，派遣先の医療機関から支給

③県民総参加による医師紹介事業

○概 要：「最優先で医師確保に取り組む医療機関・診療
科」での勤務の可能性がある医師の紹介制度

○要 件：[勤務医]対象医療機関における3年間の勤務（誓
約書提出），本県の修学資金貸与者を除く
[紹介者]最優先の医療機関の関係者を除く

○予算額：3,800千円

謝金 勤務医＠500千円×2人，紹介者＠300×2人，
新聞広告等

【事業フロー図】
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追加対策の概要（病院・仲介業者向け）

④スポット医師派遣推進事業

○概 要：「最優先で医師確保に取り組む医療機関・診療
科」へ非常勤医師等の派遣を行う派遣元医療機
関（県外も含む）に対する補助

○補助額：医師を派遣することによる逸失利益の補填
＜補助基準＞
派遣医師１人当たり1,250千円×派遣月数
×（実際の派遣勤務日数／医師派遣を行う医師

派遣協力病院における派遣開始月から終了
月までの間の総診療日数）

○補助率：3/4
＜医療介護総合確保基金活用の場合(実質負担)＞
国1/2・県1/4・事業主1/4 ※H25まで国補制度あり

○予算額：38,640千円
（補助金1人・1日＠46千円×7人×120日）

⑤民間医局を活用した医師確保事業

○概 要：民間の医師専門人材紹介会社を活用した県内の
医師確保対策協力病院（※）への集中的な医師
斡旋活動（委託）

※常勤医師を新たに確保した場合，「最優先で
医師確保に取り組む医療機関・診療科」へ
非常勤医師を派遣する意向のある協力病院
（公募により決定）

○予算額：7,920千円（委託料＠1,980千円×4人）

【事業フロー図】
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②常勤医師斡旋
（１人）

①仲介依頼
③成功報酬支払い
(医師年収×30％)

④非常勤医師派遣
（0.5人）

⑤成功報酬の一部
負担

(医師年収×15％)

左記の対策④による支援

※常勤医師の平均給料：15百万円
※成功報酬の平均 ：採用した医師の年収の30％程度


